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富 山 市 岩 瀬 古 志 町 の シ ロ バ ナ ハ マ ヒ ル ガ オ 鱗

長 井 真 隆

富 山 市 科 学 文 化 セ ン タ ー

AcommunityofCahﾉstegiasolldane" α(Linn.)Roemeret

Schultesform,albiflora(Making)Harafoundat

Iwase-koshimachi,ToyamaCity,CentralJapan

ShinryuNagai

ToyamaScienceMuseum

So-called"Shirobanahamahirugao,"Calystegiasolda 脈"a(Linn.)RoemeretSchultes

form,albiflora(Making)Harahaspurewhitecorollas.Thisisawhiteformaofso-called

"Hamahirugao!'Calystegiasoldane" αwhichhasyellowish-greenstemsandpetioles.The

distributionofthepresentformaislimitedtoseveralplacesalongtheSeaofJapan,andthe

numberofplantofeachlocalityisvervfew.ThedistributioninToyamaPrefectureis

Iwase-koshimachi,ToyamaCityandIkuii,KurobeCity,andtheformerformsacommunitv.

Thiscommunitvwas,however,partlydestroyedbythepreparationworktomakeabath

beachin1981.ButIhadsurveyedonthiscommunityin1980.Iwouldliketoreportthecon-

ditionarounditinthisreport.

Well,thereisapictureofthisplantdrawnbyMr ・UnteiSerine, 凧,'hohadbeenordered

todrawby10thLordofTovamaFerdalClan,Mr ．ToshivasuMaeda.Thispictureiscon-

sideredtobetheoldestliteratureonthisformainJapan､andist()ldtohavebeendl-awn

ontheplantcollectedinTovama.

1.Thecommunityconsistsof4patchesanditsareaisabout137.6m-.

2.ThecommunityislocatedwithintheAssociation.Calystegiosoldanellae-Salsoletum

komaroviiOhba,MiyawakietTx.Thehabitatsegregationbetweentwoformaewas

notrecognized.

3 ．Flowerofthisplantisabout4mmindiameter ，whichis1cmshorterthanthe, ‘Hama ・

hirugao!'butthosefromKanazawaCityandfromKurobeCityareequaltothe"Hama-

hirugao!'

4.ThepictureofthisformadrawnbyMr.U.Serineseemstohavebeendrawnonthe

plantofIwase-koshimachioritsneighbouring.

5.Inordertopreservethisformainthisarea ，theenvironmentaroundthecommunitv

shouldbeprotectedasitwas.andthepreparationworkformakingabathbeachshould

beavoidthiscommunity.
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長 井 真 隆

シ ロ バ ナ ハ マ ヒ ル ガ オ は ， 花 冠 が 純 白 で 鴨 ，

茎 お よ び 葉 柄 が 黄 緑 色 の ， い わ ゆ る ハ マ ヒ ル

ガ オ の 白 花 品 で ､ あ る 。

石 川 県 （ 市)l|1944), 京 都 府 （ 牧 野1946),

鳥 取 県 （ 山 口1972), 富 山 県 （ 長 井1975),

そ の ほ か 秋 田 ， 新 潟 県 な ど 日 本 海 沿 岸 の | 眼 ら

れ た と こ ろ に 分 布 し ， し か も ， そ の 量 は 少 な

い 。 富 山 県 で は ， 富 山 市 岩 瀬 古 志 町 と 黒 部 市

生 地 に 見 ら れ る が ， 岩 瀬 古 志 町 の も の は 群 落

を な し て い る 。 こ の 群 落 は ， 大 小 4 化 | で い ず

れ も 岩 瀬 浜 海 水 浴 場 内 に あ り ， こ れ が 1 9 8 1 年 ，

海 水 浴 場 嬢 備 作 業 で ， 1 部 が 撹 乱 さ れ た 。 幸

い 1 9 8 0 年 に 現 地 の 概 況 調 査 を 行 っ て い た の

で ， 当 時 の 状 態 を あ る 程 度 記 録 に と ど め る こ

と が で き た 。 不 十 分 で は あ る が こ こ に 報 告 す

る 。

ま た ， 十 代 富 山 藩 主 前 田 利 保 の 命 で 写 生 し

た 関 根 雲 停 の シ ロ バ ナ ハ マ ヒ ル ガ オ の 図 は ，

わ が 国 最 古 の 文 献 と 考 え ら れ る が ， こ れ が 富

山 産 の も の を 柵 い た と 考 え ら れ て い る の で ，

こ の 点 に つ い て も ふ れ る こ と に す る 。

調 査 地 域 と 調 査 方 法

調 査 地 域 は ， 富 山 市 岩 瀬 古 志 町 の 岩 瀬 浜 海

水 浴 場 で ， 南 は 海 岸 道 路 か ら 北 は 汀 線 ま で ，

東 は 監 視 所 か ら 西 は 監 視 詰 所 ま で の 範 囲 で あ

る （ 図1 ） 。

調 査 方 法 は ， シ ロ バ ナ ハ マ ヒ ル ガ オ の 群 落

と ， そ の 周 辺 群 落 の 被 度 と 群 度 を 測 定 し た 。

被 度 お よ び 群 度 は,Penound-Howard 法 と 沼

田 真 法 を 用 い , 1 n f の 方 形 区 を と っ た 。 ま た ．

花 の 色 や 大 き さ ， 茎 や 葉 柄 の 色 ， そ の 他 着 花

率 も 併 せ て 観 察 し た 。 株 数 に つ い て は ， 砂 中

に 埋 ま っ て い る の で ， 数 え る こ と は で き ず ，

地 表 に で て い る 茎 の 数 を 数 え る に と ど め た 。

調 査 は ，1980 年6 月10 日 と14 日 に 実 施 し た 。

前 田 利 保 と の 関 係 に つ い て は ， 関 係 機 関 に あ

た っ て い る が 十 分 な 資 料 は 得 ら れ て い な い 。

調 査 結 果 お よ び 考 察

1 ． 生 育 地 点 と 植 生

A か ら D の 4 群 を 確 認 し た （ 図 1 ． 2 ， 表

1 ， 図 版 1 ～ 4 ) o A 地 点 は 監 視 詰 所 ･ よ り 東 へ

6 m . 海 岸 道 路 よ り 海 側 へ 7 m の と こ ろ に あ
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図 ｜ シ ロ バ ナ ハ マ ヒ ル ガ オ の 生 育 地
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長 井 真 隆

る 。 面 稜 約 6 3 n f , 地 表 に 出 て い る 茎 の 数 は 1 6 7

本 ， 生 育 は 良 好 で あ る 。 ま た ， 砂 地 の 固 形 度

が 比 較 的 高 く ， ギ ョ ウ ギ シ バ の 混 入 が 見 ら れ

る 。 周 辺 部 は ， マ ン テ マ ， ナ ギ ナ タ ガ ヤ の 群

落 で あ る 。

B 地 点 は ， 海 岸 道 路 に 接 し た 面 積 約 1 . 6 m =

の 小 さ な 一 群 で ， 地 表 に 出 て い る 茎 の 数 も わ

ず か に 1 8 本 で あ る 。 ハ マ ヒ ル ガ オ が 優 占 し た

群 落 で あ る 。

C 地 点 は , A 地 点 よ り 東 へ 1 0 m の と こ ろ に

あ り ， 面 破 約 3 r r f . ハ マ ヒ ル ガ オ ， ギ ョ ウ ギ

シ バ ， ナ ギ ナ タ ガ ヤ な ど が 多 数 混 生 し て い る ‐

周 辺 部 は 砂 地 に 囲 ま れ て い る 。

D 地 点 は ， 監 視 所 よ り 西 へ 1 0 m , 海 岸 道 路

よ り 海 側 へ 1 6 m の と こ ろ に あ る 。 面 積 約 7 0 n f

で 4 群 中 最 も 広 い 。 ま た ， 他 の 植 物 の 混 生 が

少 な く 典 型 的 な 群 落 で あ る 。 周 辺 部 は d － L

d － 2 を 除 い て 安 定 し た ハ マ ヒ ル ガ オ の 群 落 か

ら な っ て い る 。

A か ら D の 生 育 地 は ， マ ン テ マ ， ナ ギ ナ タ

ガ ヤ ， ギ ョ ウ ギ シ バ な ど の 荒 廃 地 性 の も の が

見 ら れ る が ， 一 般 的 に は ハ マ ヒ ル ガ オ ー オ カ

ヒ ジ キ 群 集 に 該 当 す る 。 マ ン テ マ ， ナ ギ ナ タ

ガ ヤ ， ギ ョ ウ ギ シ バ な ど が 見 ら れ る の は ， 近

く に 人 家 が あ り ， そ の た め 風 速 が 落 ち た り ， あ

る い は , 踏 み つ け な ど の 人 為 的 影 響 を 受 け て い

る た め と 考 え ら れ る 。 ま た , オ カ ヒ ジ キ を ほ と

ん ど 欠 い て い る の は ， 砂 浜 が 狭 い こ と の ほ か

に ， 波 浪 や 踏 み つ け に よ る も の と 考 え ら れ る ‐

シ ロ バ ナ ハ マ ヒ ル ガ オ と ハ マ ヒ ル ガ オ は 程

度 の 差 は あ る が ， ど の 地 点 に お い て も 混 生 し

て お り ， 特 に 住 み わ け は 認 め ら れ な い 。

2 ． ハ マ ヒ ル ガ オ と の 相 違 点

ハ マ ヒ ル ガ オ の 花 冠 は ， 淡 紅 色 で あ る の に

対 し て ， シ ロ バ ナ ハ マ ヒ ル ガ オ は 純 白 色 で あ

る 。 ま た ， 茎 や 葉 柄 は 紅 紫 色 で あ る の に 対 し

て 黄 緑 色 で あ る 。 形 や 大 き さ に つ い て は 違 い

が 認 め ら れ な い 。 分 枝 の つ ぼ み ， 花 ， 果 実 の

着 き ぐ あ い も ほ と ん ど 同 じ で ， 着 花 率 が そ れ

ぞ れ73.7 ％ ，73.6 ％ で あ っ た （ 表2 ） 。

花 冠 の 長 さ は ， ハ マ ヒ ル ガ オ も シ ロ バ ナ ハ

マ ヒ ル ガ オ も 共 に 約4cm(3.8 ～4.3cm) で あ

る 。 こ れ に 対 し て 花 径 は ハ マ ヒ ル ガ オ が 約 5

cm(4.3 ～5.8cm), シ ロ バ ナ ハ マ ヒ ル ガ オ が 約

4cm(3.8 ～4.3cm) で ， シ ロ バ ナ ハ マ ヒ ル ガ

オ の 方 が や や 短 い 。 い ず れ も 2 0 検 体 で 測 定 し

た 。 市 川 ( 1 9 4 9 ) の 測 定 し た も の は ， 花 冠 の

長 4 c m . 花 茎 5 c m で ハ マ ヒ ル ガ オ の 大 き さ と

等 し い 。 ま た ， 黒 部 市 生 地 の も の は ， 花 は 1

個 だ け 咲 い て い た が ， 市 川 の 測 定 価 と 等 し か

っ た ( 1 9 8 2 . 6 . 5 L

前 田 利 保 と シ ロ バ ナ ハ マ ヒ ル ガ オ

黒 部 市 生 地 の シ ロ バ ナ ハ マ ヒ ル ガ オ は ， 県

指 定 史 跡 ， 生 地 台 場 に l 株 あ る 。 昭 和 の 初 め

こ ろ ( 1 9 3 0 年 代 . そ の 近 く の 越 湖 浜 に 1 m 』 ほ

ど の 一 群 が あ っ た 。 こ の こ と は ， 高 倉 盛 信 ( 黒

表 2 分 枝 の 着 花 状 況 ( っ ぽ み ･ 果 実 を 含 む 〉
洲 査lliffi1m

ﾉ 、 マ ヒ ル ガ､ｵ ー
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計
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部 市 生 地 ） に よ っ て 確 認 さ れ て い る 。 松 林 の

比 較 的 日 光 の 差 す 開 放 地 で あ っ た が , 1 9 5 5 年

の こ ろ に は 松 林 が 茂 り ， 2 ． 3 株 に 減 少 し た

と い う 。 1 9 6 1 年 ， 工 場 建 設 に 伴 い ， そ の 年 の

6 月 ， 高 倉 盛 信 が 自 宅 に 移 し ， 今 日 ま で 鉢 で

栽 培 し 保 護 し て い る 。 こ の こ と が 1 9 7 3 年 6 月

3 日 ， 新 聞 で 報 道 さ れ ， こ れ が 契 機 と な っ て

富 山 市 岩 瀬 古 志 町 の 自 生 が ， 金 子 玲 子 （ 富 山

市 下 新 町 ） に よ っ て 明 る み に で た 。

以 上 が 富 山 県 内 に お け る シ ロ バ ナ ハ マ ヒ ル

ガ オ の 最 近 の 経 緯 で あ る が ， こ れ よ ' ) ， ず っ

と 以 前 に ， 徳 川 時 代 末 期 に 十 代 富 山 藩 主 前 田

利 保(1800 ～1859) が ， 関 根 雲 停 に 写 生 さ せ

た 図 が あ る が ， 実 は こ れ が 富 山 産 の も の ら し

い （ 牧 野1946) 。

牧 野 富 太 郎 は ， そ の 報 文 の 中 で 次 の よ う に

記 述 し て い る 。 「 こ の 白 花 ハ マ ヒ ル ガ オ は ， 固

よ り め っ た に 出 会 い ま せ ん が ， ず っ と 以 前 に

私 は ， 丹 後 久 美 浜 付 近 の 海 浜 砂 丘 で 見 受 け ，

こ れ を 採 集 し た こ と が あ ' ) ま す 。 ま た ， 徳 川

末 期 時 代 に 関 根 雲 停 と よ ぶ 有 名 な 蓋 工 が 越 中

富 山 の 前 田 利 保 候 の 命 で 写 生 し た 図 が あ ' ） ま

す 。 こ の 図 に は 産 地 が 書 き 入 れ て は あ り ま せ

ん が ， こ れ は 多 分 越 中 で の 品 を 描 い た も の で

は な か ろ う か と 想 像 せ ら れ ま す 。 今 こ こ に こ

の 雲 停 の 図 の 一 部 を 抄 写 し て 揚 げ て 見 ま し ょ

う （ 図 3 ) 。 原 図 は 実 物 大 で 着 色 し て あ ' ) ま す 。

上 は 白 花 ハ マ ヒ ル ガ オ が 既 に 在 っ た こ と の 証

明 で す J

前 田 利 保 は ， 窮 迫 し た 富 山 藩 を 建 て 直 す た

め に ， 殖 産 興 業 に 力 点 を 掛 け ， 陶 器 ， 塗 物 ，

機 業 ， 売 薬 ， 薬 草 栽 培 を 振 興 さ せ た こ と や ，

利 保 自 身 本 草 学 者 で あ っ た こ と は ， よ く 知 ら

れ て い る と こ ろ で あ る （ 奥 田 ， 米 原 1 9 7 8 ) 。

と こ ろ で ， 雲 停 の シ ロ バ ナ ハ マ ヒ ル ガ オ の 図

は ， 富 山 産 の 可 能 性 は 大 き い の で は な い か

と 考 え ら れ る 。 シ ロ バ ナ ハ マ ヒ ル ガ オ は ，

秋 田 市 （ 山 口 1 9 7 2 ) , 新 潟 県 岩 船 郡 岩 船 （ 富

I
彰 〃

〃

図 3 関 根 雲 停 写 生 の シ ロ バ ナ ハ マ ヒ ル ガ オ

（ 原 図 着 色 ・ 縮 少 ， 採 集 と 飼 育 1 9 4 6 よ ' ル



長 井 真 ｜ 職

樫 1 9 3 8 ) ， 富 山 県 黒 部 市 越 湖 （ 高 倉 1 9 3 0 年

代 ) ， 黒 部 市 生 地 （ 長 井 1 9 8 2 ) ， 富 山 市 岩 瀬 古

志 町 （ 金 子1973), 金 沢 市 大 野 町( 市 川1941) 、

京 都 府 久 美 浜 （ 牧 野 1 9 4 6 ) ， 金 沢 市 栗 崎 京

都 府 舞 鶴 ， 鳥 取 県 岩 美 郡 浦 冨 お よ び 県 東 部 ，

中 部 （ 山 口 1 9 7 2 ) な ど ， 日 本 海 沿 岸 に 分 布 し

て い る 。 千 葉 県 長 生 郡 束 浪 見 産 の も の （ 富 樫

1 9 3 8 ） を 国 立 科 学 博 物 館 で 見 た が ， 純 粋 な 白

花 品 で は な い よ う に 見 受 け た 。 前 田 利 保 は ，

江 戸 に お い て も 本 草 学 の 研 究 を 行 っ て い た が ，

関 東 方 面 か ら 入 手 し た と は 考 え ら れ な い 。 次

に ， 富 山 市 岩 瀬 古 志 町 は ， 藩 の 中 心 よ り わ ず

か に 8 k m 地 点 に あ り ， ま た ， そ れ が 当 時 栄 え

た 富 山 港 に | 嫌 接 し て お n . 他 の 日 本 海 沿 岸 産

地 よ り も は る か に 近 く ， 発 見 や 入 手 は 容 易 で

あ っ た と 考 え ら れ る 。

他 の 産 地 か ら 採 集 し ， こ れ を 栽 培 し て 写 生

し た と も 考 え ら れ る が ， 自 藩 の 振 興 策 と し て

ま ず 自 藩 の も の に 着 目 す る の が ， な り ゆ き で

は な か ろ う か 。 し た が っ て 写 生 に 使 っ た 材 料

は 岩 瀬 古 志 町 方 面 の も の と 考 え る の が 妥 当 で

あ ろ う 。 な お ， 雲 停 の 写 生 原 画 の 所 在 に つ い

て は ， 関 係 方 面 に 照 会 し て い る 。

ま と め

1 ． 富 山 市 岩 瀬 古 志 町 の 海 水 浴 場 に 生 育 し て

い る シ ロ バ ナ ハ マ ヒ ル ガ オ は ， 大 小 4 群 で

生 育 総 而 秋 は ， 約137.6nf あ る 。

2 ． ハ マ ヒ ル ガ オ ー オ カ ヒ ジ キ 群 集 に 該 当 す

る 。 ハ マ ヒ ル ガ オ と の 住 み わ け は 認 め ら れ

な い 。

3 ． 花 径 は 約 4 c m で 耐 ， ハ マ ヒ ル ガ オ の 5 c m よ

り 1 c m 短 い 。 金 沢 市 ， 黒 部 市 の も の は ， ハ

マ ヒ ル ガ オ と 等 し い 。

4 ． 前 田 利 保(1800 ～1859) の 命 で 描 い た 関

根 雲 停 の シ ロ バ ナ ハ マ ヒ ル ガ オ は ， 岩 瀬 古

志 町 方 面 の も の で は な い か と 考 え る 。

お わ り に

シ ロ バ ナ ハ マ ヒ ル ガ オ は ， 純 白 で 非 常 に 美

し く ， 日 本 海 沿 岸 の 限 ら れ た と こ ろ に 分 布 す

る 貴 重 品 種 で あ る 。 花 期 は 6 月 の こ ろ で ， 海

水 浴 シ ー ズ ン に は 花 が 終 わ っ て い る 。 地 下 茎 か

発 達 し て い る た め ， 踏 み つ け に 強 く ， 海 水 浴

シ ー ズ ン を 乗 り 切 っ て ， 今 日 な お 旺 盛 に 生 育

し て い る 。

保 護 対 策 と し て ， 従 来 ど お り の 環 境 下 に お

く の が 最 も 妥 当 で あ る と 考 え る 。 海 岸 整 備 事

業 等 を 行 う 場 合 は 現 地 を さ け て ほ し い 。 や む

を 得 な い 場 合 は 一 部 を 残 し ， 他 は 近 く の ハ マ

ヒ ル ガ オ 群 落 に 移 し て 保 護 す る こ と が 望 ま れ

る。

こ の 報 告 を ま と め る に あ た り ， 東 京 大 学 山

崎 敬 先 生 ， 金 沢 大 学 里 見 信 生 先 生 か ら は ， 文

献 や ご 教 示 を い た だ い た 。 ま た ， 国 立 科 学 ･ 博

物 館 金 井 弘 夫 先 生 に は 標 本 を ， 県 立 図 書 館 広

瀬 誠 先 生 に は ， 本 草 通 串 証 図 を 見 せ て い た だ

い た 。 新 潟 県 岩 船 と 千 葉 県 束 浪 見 で 採 集 な さ

っ た 山 梨 県 忍 野 村 の 冨 堅 誠 先 生 か ら は ， 当 時

の 情 報 を 直 接 得 た 。 富 山 市 科 学 文 化 セ ン タ ー

布 村 昇 学 芸 員 に は ま と め の 協 力 を 得 た 。 厚 く

御 礼 申 し 上 げ る 。
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図 版 I 1 : シ ロ バ ナ ハ マ ヒ ル ガ オ

2 : A 地 点 の シ ロ バ ナ ハ マ ヒ ル ガ オ の 群 落

（ 建 物 は 監 視 詰 所 ）

3 $ D 地 点 か ら 見 た ハ マ ヒ ル ガ オ の 群 落

（ 後 方 の 家 並 は 海 岸 道 路 に 面 し て い る ？

4 : D 地 点 の シ ロ バ ナ ハ マ ヒ ル ガ オ の 群 落
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